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組織ミッション
ヤマハコーポレートサービスのミッション

高品質・高効率を実現するCSDX戦略

ヤマハグループの重要な専門業務を担うプロフェッショナル集団として
高品質で効率的なサービスを提供し、

グループ全体の事業競争力向上に貢献すること。

Centralize
 グループに散在する管理業務を集約

Standardize
 One Systemに標準化

DX
 Digital Transformationで効率化

集約化 標準化 変革・革新
各社個別実行の無駄がなくなる 各社個別の品質のばらつきがなくなる イノベーションで圧倒的な生産性
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YCS 戦略全体図
戦 略 既存事業領域 新規事業領域
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YGC ・YGC-A YGC-B YGC-C ➡ 効果の定量化
・電子化・自動化・AI化 等 ➡ ペーパレス拡大＝サステナビリティ

横展開

専門性向上 ・専門資格取得支援強化
・スキルマップによるスキル可視化、強化策の実行

人材育成 ・全社要員戦略に基づく優秀人材の採用・登用
・次世代人材の計画的育成

経
営
基
盤
を
安
定

社内コミュニケーション ・全社一体感醸成施策
・職場訪問、交流会等

コンプライアンス経営 ・セミナーの開催
・モニタリング実施継続

健康経営 ・ホワイト500・女性活躍・子育て支援、WLB等
・労働安全衛生活動
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2022年度活動総括（2022年4月～2023年3月）
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重点戦略 199期 200期 201期 目指す姿
1.SS事業を通じてG経営に貢献

(1)既存シェアード領域
① 受託範囲拡大等
② 効率化・標準化等

(2)新規シェアード領域
① ITｱｼﾞｱｵﾌｼｮｱ立上
② SS新領域進出

2.変革力を高める
(1)ｸﾞﾙｰﾌﾟ貢献の定量化・可視化
① YGC(Yamaha Group Contributions)

② 業務の電子化・自動化
(2) 専門性向上
(3) 人材育成

3.働きがいの高い職場風土の醸成
(1) 働きがいの向上
(2) 女性活躍推進、WLB
(3) 健康経営

総括

200期
実行計画

2023/3/7

ヤマハコーポレート
サービス

1.SS事業（１）既存領域：受託範囲拡大と効率化等をﾊﾞﾗﾝｽよく実行
（２）新規領域：調査・検証ﾌｪｰｽﾞからﾄﾗｲｱﾙﾌｪｰｽﾞへ

2. 変革力 ：SS効果可視化継続／専門力up、人材育成、方向付け→実行
3. 働きがい：各種取組を通じた働きがいがあり働きやすい業務基盤の確立

調査・情報収集 開発トライアル

受託企業・受託範囲拡大、新ｻｰﾋﾞｽ提供等
受託業務の効率化・標準化の追求

広く・深く
グループの間接業
務を集約し、効率
化・標準化

30WF化/年、時間短縮3000h/年
定量測定 SS重点ﾃｰﾏとの連動強化 変革力の可視化・

定量化の追求

専門資格取得強化、英語力強化
戦略的人材育成、教育体系整備、女性、若手

次世代YCSを担う
人材の計画的育成

意識調査に基づく改善PDCAの実行
プラチナくるみん、えるぼし継続認定
安全衛生、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、W500継続認定

調査・情報収集

働きがいがあり
働きやすい

業務基盤の確立

中沢トライアル ｻｰﾋﾞｽ開始
ｻｰﾋﾞｽ開始

SS既存

SS新規

変革力

働きがい
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2023年度活動方針・施策（2023年4月～2024年3月）
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